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演算子と比較条件の一覧  PL/SQL 
 

 

 

演算子 

記  号 説  明 

＝＞ 結合演算 

引数の名前指定時に使う 

｜｜ 文字列結合 

．． 範囲演算 

：＝ 代入 

 

 

＝＞ 引数の名前指定 

ストアドプログラム（ファンクション、プロシージャ）を呼出す時に、引数を定義順に

呼び出すのではなく、仮引数の名前を指定して引渡す方法に使われる。 

（例） 

定義内容 

CREATE  PROCEDURE  proc_a  ( 

i_num  IN  NUMBER  ,  

i_char  IN  NCHAR ( 32 )  )  IS 

 

BEGIN 

 

呼出し方法 

DECLARE 

personal_no   NUMBER  ;  

user_name    NCHAR ( 32 )  ; 

BEGIN 

personal_no :=  1 ; 

user_name := ‘愛川 こずえ’ 

/*  プロシージャ呼出し  引数の値を仮引数の名前を指定して引渡す  */ 

proc_a (  user_name => i_char  ,  personal_no => i_num  IN  )  ; 

END ; 

 

 

｜｜ 文字列の結合 

company_adress  :=  ‘三重県’  ||  ‘四日市市’  ||  ‘本町’  ; 

select  e_name  ||  ‘ さん’  from  User_table  ; 

 

 

．． ループ回数指示 

FOR  i  IN  1 .. max_count  LOOP 

/*   iを 1 ～ max_countになるまでループさせるときの記述子   */ 

--    処理 

END  LOOP  ; 

 


